














は、"multidiscipline" と "collaboration" を標榜し、さらに地域のつながりという点でもとても大き
な意味をもっていたようです。
　翻って、子ども学研究所が３部門からなる大学・短大の研究機関として改めて位置付けられる中で、
子ども学とは何かという問いの奥深さ実感し、学内外における協働に加えて、"interdisciplinary" 
すなわち「学際性」の意味するところについても改めて考えさせられます。保育・教育、福祉、心
理など、各分野の専門性の充実を図るとともに、専門分野が領域を越えてつながり、交流しつつ学
びあう学際性の視点はこれからますます重要になってくるでしょう。本号にご寄稿いただいた多様
な専門性を背景とした論文からも、そのことは明らかですし、咋年度から始まった研究助成報告会
のとりくみや、そこから広がる萌芽的な研究の発表の場としても、年報は大きな役割を果たしてい
くと考えています。
　今年度は、コロナ禍の中で、誰もが経験したことのない時間を過ごすことになり、これまで当た
り前だった対面での人とのかかわりや出会いの機会が持てないまま、既に半年が過ぎようとしてい
ます。さまざまな影響の中で、我々の仕事の仕方をはじめ、新たな工夫や可能性が見いだせる場面
も少なくありません。研究活動も制約が多く恵まれた状況とはいえませんが、それでもささやかな
とりくみが継続できること、温め続けた研究テーマやこうした状況だからこその研究の視点がいつ
か芽を出し、いずれ研究発表ができる日がくることを願いながら25年の節目を迎えるこの頃です。
四半世紀という時間の中で
白梅学園大学・白梅学園短期大学　子ども学研究所　所長　福丸　由佳
